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社説 iki shinpou

新
し
い「
緑
」・
み
ど
り
の
日
に

　
も
う
1
週
間
は
過

ぎ
た
か
と
思
う
が
、
日

没
を
見
に
渡
良
半
島

の
牧
崎
へ
出
か
け
た
。

低
い
ゲ
ー
ト
を
か
ら

少
し
入
る
と
、
松
な

ど
山
の
木
々
の
何
と

も
優
し
い
香
り
が
辺

り
に
漂
い
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
な
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
の
香
り

に
包
ま
れ
て
心
和
み
、

体
の
緊
張
が
解
け
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

く
中
で
、
大
袈
裟
に
表

現
す
る
と
至
福
の
時

を
意
識
し
た
よ
う
に
、

し
ば
ら
く
し
て
感
じ
ら
れ
た
。

　
牧
崎
周
辺
に
は
島
外
在
住
の

地
元
出
身
者
ら
や
行
政
な
ど
に

よ
り
植
林
さ
れ
、
大
切
に
守
り

育
て
ら
れ
て
い
る
松
林
に
、
だ

い
ぶ
病
害
虫
に
よ
り
か
れ
て
は

い
る
も
の
の
古
く
か
ら
の
松
が

あ
り
、
穏
や
か
な
天
気
の
朝
夕

に
そ
う
し
た
香
り
が
感
じ
ら
れ

る
時
が
あ
り
、
朝
陽
が
昇
り
彩

り
を
取
り
戻
す
松
や
照
葉
樹
、

草
木
、
夕
陽
が
行
く
海
の
美
し

さ
に
、
自
然
の
豊
か
さ
、
そ
の

必
要
性
を
見
、
感
じ
る
も
の
に

静
か
に
深
く
伝
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　
「
あ
る
日
、
自
分
に
と
っ
て

　
い
ち
ば
ん
う
れ
し
い
こ
と
は

な
ん
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
み
ま

し
た
。
答
え
は
。
『
花
や
鳥
に

囲
ま
れ
て
暮
ら
す
こ
と
』
で
し

た
。
つ
ぎ
に
花
や
鳥
た
ち
が
い

ち
ば
ん
喜
ぶ
こ
と
は
な
ん
だ
ろ

う
、
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
答

え
は
『
森
が
よ
み
が
え
る
こ

と
』
で
し
た
。
森
が
復
活
す
れ

ば
鳥
の
ね
ぐ
ら
が
で
き
、
け
も

の
た
ち
の
食
べ
も
の
が
ふ
え
、

虫
の
す
み
か
が
広
が
り
、
魚
た

ち
も
元
気
を
と
り
も
ど
す
で

し
ょ
う
。
　
　
川
は
疲
れ
、
海

も
疲
れ
、
魚
た
ち
は
鱗
の
輝
き

を
失
い
、
人
々
は
疲
れ
て
い

て
、
救
い
と
癒
し
を
求
め
て
い

ま
す
」。

　
こ
れ
は
、
正
木
高
志
氏
の
著

書
「
木
を
植
え
ま
し
ょ
う
」
の

裏
表
紙
に
書
か
れ
た
言
葉
の
一

部
で
、
こ
の
著
書
は
、
木
を
植

え
る
こ
と
で
地
球
は
も
ち
ろ

ん
、
人
々
の
心
の
砂
漠
化
を
も

食
い
止
め
る
よ
う
訴
え
、
人
類

が
地
球
市
民
と
し
て
の
意
識
、

環
境
へ
の
共
有
さ
れ
る
意
識
に

目
覚
め
て
い
く
こ
と
で
、
国
家

や
人
種
、
宗
教
な
ど
の
垣
根
を

越
え
て
つ
な
が
っ
て
い
こ
う
。

新
し
い
世
界
は
、
ぼ
く
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
新
し
い
「
緑
」

に
目
覚
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

や
っ
て
く
る
の
で
は
と
、
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
壱
岐
の
島
の
野
山
の
景
色

も
、
木
々
の
萌
え
た
つ
若
葉
の

緑
の
異
な
り
が
、
み
ず
み
ず
し

い
新
し
い
生
命
が
躍
動
す
る
う

ね
り
の
よ
う
に
も
見
え
る
、
初

夏
の
美
し
さ
を
強
く
感
じ
る
頃

へ
と
移
行
し
た
。
そ
ん
な
島
の

豊
か
で
鮮
や
か
な
光
景
の
中
に

は
、
木
々
が
伐
採
さ
れ
て
崩
さ

れ
た
山
肌
が
痛
々
し
く
見
え
る

場
所
も
あ
り
、
先
に
記
し
た
正

木
氏
の
著
書
の
言
葉
が
頭
を
よ

ぎ
る
。
そ
う
か
と
思
え
ば
、
子

ど
も
た
ち
の
自
然
環
境
再
生
へ

の
思
い
が
こ
も
っ
た
植
樹
が
な

さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
る
。
そ

の
時
に
こ
め
ら
れ
た
意
思
と
共

に
大
切
に
育
て
た
い
。

　
４
日
は
、
自
然
に
親
し
む
と

と
も
に
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
豊

か
な
心
を
育
む
日
の
「
み
ど
り

の
日
」。
こ
の
日
を
機
に
島
の

「
緑
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
も
う
一
歩
進
め
て
考
え
行
動

を
起
こ
し
た
い
。
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魏
志
倭
人
伝
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歴
史
と
ロ
マ
ン
の
国

　
　 

「
壱
岐
の
夕
べ
」

関
西
壱
岐
の
会
事
務
局
長
　
岩
谷
良
機

壱岐焼酎よもやまばなしをする壱岐の華社長、長田浩義氏

NPO法人「尽人会代表」中村靖氏

賑わうハタ揚げ大会

熱戦を展開した選手たち

蛇踊りも披露

東京の空に「壱州鬼凧」舞う

ハタ揚げ大会に雪州会 75 人参加
東京雪州会会長　牧山康敏

　
長
崎
ビ
ー
ド
ロ
会
（
長
崎
出

身
者
の
関
東
地
区
親
睦
団
体
）

主
催
の
ハ
タ
揚
げ
大
会
が
４
月

29
日
、
東
京
・
大
田
区
の
多
摩

川
河
川
敷
で
開
か
れ
、
東
京
雪

州
会
か
ら
75
人
が
参
加
し
て
懇

親
を
深
め
た
。
全
体
で
は
地
元

蒲
田
地
区
の
人
も
含
め
約
１
千

人
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
当
日
は
夏
日
の
快
晴
で
程
よ

い
風
も
あ
り
絶
好
の
ハ
タ
揚
げ

日
和
。
東
京
雪
州
会
顧
問
の
蔵

方
肇
氏
が
今
年
も
丹
念
に
仕

上
げ
た
自
作
の
「
壱
州
鬼
凧
」

な
ど
自
慢
の
凧
を
数
枚
持
参

し
、
互
い
に
ハ
タ
揚
げ
に
興
じ

た
。
東
京
雪
州
会
の
凧
が
例
年

通
り
最
も
遠
く
ま
で
揚
が
っ
た

ほ
か
、
ひ
と
際
大
き
な
壱
州
鬼

凧
が
舞
い
上
が
っ
た
の
は
、
雪

州
会
が
参
加
し
た
平
成
18
年
以

来
初
め
て
で
、
参
加
者
の
目

を
引
い
た
。
今
年
は
大
会
全

体
で
も
例
年
以
上
に
子
供
達

の
姿
が
多
く
、
空
を
舞
う
凧

の
数
も
目
立
っ
た
。

　
雪
州
会
関
係
者
は
朝
10
時
過

ぎ
に
は
ほ
ぼ
出
揃
い
、
野
原
で

車
座
に
な
っ
て
壱
岐
焼
酎
や
自

慢
の
弁
当
な
ど
で
歓
談
。
今
回

も
長
田
玲
子
、
角
田
貴
美
子
、

広
田
ケ
イ
子
、
日
高
恵
美
子
さ

ん
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

手
作
り
弁
当
や
氷

な
ど
を
持
ち
寄
っ

て
座
を
盛
り
上
げ

た
。
山
内
賢
明
さ

ん
（
東
京
雪
州
会

名
誉
会
長
）
も
当

日
早
朝
便
で
長
崎

市
か
ら
駆
け
つ
け

た
ほ
か
、
80
歳
代

の
高
齢
者
か
ら
小

さ
な
子
供
さ
ん
ま

で
多
く
の
会
員
が

参
加
。
こ
の
ハ
タ

揚
げ
大
会
は
雪
州

会
会
員
に
と
っ
て

も
初
夏
の
風
物
詩

と
し
て
根
付
い
て

き
た
よ
う
に
思
う
。

　
ま
た
雪
州
会
の
垣
根
を
越

え
て
多
く
の
長
崎
県
人
同
士

の
交
流
を
通
じ
て
「
壱
岐
談

義
」
も
弾
み
、
有
意
義
な
新

緑
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

当
日
は
長
崎
名
物
の
「
蛇
踊

り
」
も
披
露
さ
れ
喝
采
を
浴

び
た
ほ
か
、
カ
ス
テ
ラ
な
ど

長
崎
特
産
品
も
多
く
販
売
さ

れ
、
終
始
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
４
月
16
日
、
兵
庫
県
明
石
市

の
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明

石
で
、
魏
志
倭
人
伝
に
記
さ
れ

た
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
国
「
壱
岐

の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
「
壱
岐
の
夕
べ
」
は
、

芦
辺
町
出
身
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
尽
人
会
」
代
表
の
中
村
靖
氏

と
（
株
）
壱
岐
の
華
大
阪
支
社

長
で
関
西
壱
岐
の
会
理
事
・
長

田
嘉
明
氏
を
中
心
に
、
関
西
壱

岐
の
会
の
理
事
役
員
が
協
力

し
た
も
の
で
、
当
日
は
、
明
石

観
光
協
会
の
前
会
長
や
明
石

市
議
会
議
員
は
じ
め
、
中
村
氏

の
広
い
人
脈
も
あ
り
、
商
工
業

者
や
若
手
経
営
者
を
中
心
に

85
人
の
出
席
が
あ
り
、
壱
岐
か

ら
も
（
株
）

壱

岐

の

華

の
社
長
・
長

田

浩

義

氏

も

出

席

さ

れ
た
。

　

受

付

ホ
ー
ル
・
会

場

内

で

は

壱
岐
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
壱
岐
ス
タ
イ
ル
（
元
気
と

癒
し
の
楽
園
）」
や
一
支
国
博

物
館
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
放
映
さ
れ

出
席
者
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て

い
た
。

　
第
１
部
で
は
、
主
催
者
側
を

代
表
し
て
中
村
靖
氏
が
、
本
会

は
壱
岐
市
と
明
石
市
の
観
光
・

産
業
の
交
流
を
、
本
格
的
な
民

間
レ
ベ
ル
の
活
動
と
し
て
発
展

さ
せ
て
行
く
た
め
の
ス
タ
ー
ト

で
、
今
後
は
回
を
重
ね
て
両
市

が
絆
を
よ
り
一
層
深
め
て
行
く

活
動
を
続
け
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
関
西
壱
岐
の
会
・
会

長
の
立
石
英
隆
氏
が
、
魏
志

倭
人
伝
の
30
の
国
々
の
中
で
只

一
つ
、
王
都
が
確
定
し
た
一
支

国
の
国
指
定
特
別
史
跡
「
原
の

辻
遺
跡
」
と
長
崎
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
「
一

支
国
博
物
館
」
の
魅
力
、
長
崎

県
下
全
古
墳
の
６
割
以
上
に
あ

た
る
２
７
０
基
の
壱
岐
の
古
墳

と
、
多
く
の
重
要
文
化
財
が
発

掘
さ
れ
た
６
つ
の
国
指
定
史
跡

古
墳
、
新
道
発
祥
の
社
・
月
読

神
社
や
壱
岐
国
一
の
宮
な
ど
24

の
延
喜
式
内
社
や
、
小
さ
な
島

に
１
５
０
も
の
神
社
が
あ
る

神
々
の
島
・
壱
岐
、
神
職
だ
け

で
７
０
０
年
も
舞
い
継
が
れ
た

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

の
「
壱
岐
神
楽
」、
豊
か
な
自
然

と
新
鮮
美
味
な
魚
介
類
・
壱
岐

牛
の
話
に
、
参
加
者
は
立
石
氏

の
深
い
知
識
と
流
暢
な
壱
岐
の

歴
史
・
観
光
・
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
、

興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
ま
た
、
壱
岐
の
華
の
長
田
社

長
の
「
焼
酎
よ
も
や
ま
ば
な
し
」

は
面
白
く
、
わ
か
り
や
す
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
好
評
だ
っ
た
。

　
第
２
部
は
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯

し
懇
親
会
が
和
や
か

に
進
ん
だ
。

　
特
に
テ
ー
ブ
ル
は

ホ
テ
ル
の
調
理
長
の

配
慮
で
、
壱
岐
の
新

鮮
な
魚
介
類
・
壱
岐

牛
・
壱
州
豆
腐
の
食

材
が
使
わ
れ
、
う
に

飯
や
壱
岐
焼
酎
で
各

テ
ー
ブ
ル
で
は
、
楽

し
そ
う
な
会
話
が
続

き
、
会
場
横
の
壱
岐

焼
酎
や
魚
介
類
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
で

も
購
入
者
が
沢
山

お
ら
れ
、
実
り
多

い
「
壱
岐
の
夕
べ
」

だ
っ
た
。

男女とも郷ノ浦が優勝
優秀選手に男女各３人
市中学バスケットボール春季大会

　
壱
岐
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
（
西
村
宏
章
会
長
）
主
催
の

「
市
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
春
季
大
会
」
が
４
月
22
日
、

郷
ノ
浦
中
学
校
体
育
館
で
開
か

れ
、
攻
守
の
切
り
替
え
が
早
く

激
し
さ
も
見
ら
れ
る
好
ゲ
ー
ム

が
展
開
さ
れ
た
。

　
今
大
会
は
男
子
、
女
子
と

も
に
郷
ノ
浦
が
制
し
て
優

勝
、
準
優
勝
も
男
女
と
も
に

石
田
、
３
位
も
同
様
に
芦
辺

の
結
果
と
な
っ
た
。

　
大
会
で
は
優
秀
選
手
に

男
女
各
３
選
手
が
次
の
通

り
選
出
さ
れ
た
。

▼
男
子
▽
長
谷
川
達
郎
（
郷
ノ

浦
）
▽
向
井
悠
真
（
石
田
）
▽

寺
田
太
紀
（
芦
辺
）

▼
女
子
▽
原
田
華
恋
（
郷
ノ

浦
）
▽
山
川
亜
季
（
石
田
）
▽

村
本
萌
（
芦
辺
）

男
女
１
４
０
人
が
出
場
し
て
熱
戦

市
卓
球
選
手
権
・
春
季
大
会

石
田
ア
ッ
プ
ル
が
優
勝

第
３
回
コ
カ
・
コ
ー
ラ
杯
春
一
番
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大
会

男
子
・
・
・
竹
藤
・
村
部
組

女
子
・
・
・
冨
場
・
久
原
組

　
市
卓
球
連
盟
主
催
の
第
８

回
「
市
卓
球
選
手
権
・
春
季
大

会
」
が
４
月
22
日
、
郷
ノ
浦

町
、
大
谷
体
育
館
で
、
中
学
生

95
人
、
一
般
・
高
校
生
45
人
の

合
計
１
４
０
人
が
参
加
し
て
開

か
れ
、
選
手
た
ち
の
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
が

随
所
に
み
ら
れ
る
好
ゲ
ー
ム
が

展
開
さ
れ
た
。

　
大
会
（
個
人
戦
）
主
な
成
績

は
次
の
通
り
。

▼
中
学
生
▽
男
子
①
久
原
将
豪

（
石
田
２
）
②
長
島
幸
輝
（
郷

ノ
浦
３
）
③
中
田
雷
斗
（
勝
本

３
）、
原
田
紘
（
郷
ノ
浦
３
）

▽
女
子
①
松
川
早
紀
（
郷
ノ
浦

３
）
②
今
西
晴
香
（
石
田
２
）

③
中
尾
由
佳
（
芦
辺
３
）、
岩

谷
美
帆
子
（
勝
本
３
）

▼
一
般
・
高
校
生
▽
男
子
①
田

川
晃
輔
（
佐
賀
大
）
②
下
條

拳
（
壱
岐
高
）
③
久
原
政
幸

（
石
田
）、
百
田
諭
史
（
壱
岐

高
）
▽
女
子
①
久
原
彩
華
（
壱

岐
高
）
②
塚
本
絵
美
里
（
福
岡

純
真
大
）
③
長
岡
智
美
（
郷
ノ

浦
）、
辻
和
美
（
勝
本
）

春
の
Ｓ
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

（
藤
嶋
光
信
会
長
）
主
催
の

第
１
０
０
回
「
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
春
季

大
会
」
が
４
月
28
日
、
郷
ノ

浦
町
、
大
谷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
開
か
れ
、
男
子
の
部
に
33

組
・
66
人
、
女
子
の
部
に
32

組
・
64
人
が
参
加
し
て
攻
守

に
熱
戦
を
展
開
し
た
。

　
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
が
続
い

た
１
０
０
回
大
会
の
優
勝
は
、

男
子
は
郷
ノ
浦
中
学
校
・
竹
藤

智
哉
、
村
部
浩
基
組
、
女
子
は

芦
辺
中
学
校
・
冨
場
美
咲
、
久

原
梓
佐
組
。

準
優
勝
、
３
位
は
次
の
通
り
。

▼
準
優
勝
▽
男
子
・
宮
崎
正

史
、
村
部
航
太
組
（
郷
ノ
浦

中
）
▽
女
子
・
山
内
和
凪
、

下
条
唯
（
芦
辺
中
）

▼
３
位
▽
男
子
・
富
田
海

生
、
長
嶋
倫
平
組
（
郷
ノ
浦

中
）、
増
田
和
真
、
竹
下
豪

起
組
（
芦
辺
中
）
▽
女
子
・

小
林
未
奈
、
大
野
茜
組
（
勝

本
中
）、
山
口
彩
奈
、
岡
部

真
沙
希
組
（
郷
ノ
浦
中
）

　
第
３
回
春
一
番
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
コ
カ
・
コ
ー

ラ
杯
が
４
月
15
日
、
石
田
町
、

石
田
小
学
校
・
体
育
館
で
、
市

内
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
開
か

れ
熱
戦
を
展
開
し
た
。

　
大
会
は
２
コ
ー
ト
に
分
か
れ

て
予
選
を
行
い
、
上
位
２
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒

を
進
め
、
両
コ
ー
ト
の
１
位
と

２
位
が
対
戦
し
た
結
果
、
決
勝

戦
は
石
田
ア
ッ
プ
ル
対
武
生
水

ド
リ
ア
ン
ズ
の
カ
ー
ド
と
な

り
、
石
田
ア
ッ
プ
ル
が
ス
ト

レ
ー
ト
で
武
生
水
ド
リ
ア
ン
ズ

を
破
り
優
勝
し
た
。
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